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平成 29年度第 1回弘前市立図書館協議会会議録 

 

 

◆平成 29年 9月 26日（火）13：00～15：33 

◆弘前市立図書館２階 会議室 

◆出 席 委 員：松本委員長、髙嶋副委員長、工藤委員、竹内委員、境委員、成田委員、 

島田委員、渡邊委員（８人出席、田澤委員欠席） 

 

◆弘前図書館側：戸沢生涯学習課長、庄司室長、工藤主幹 

ＴＲＣ図書館流通センター㈱ 山谷館長 

ＴＲＣ図書館流通センター㈱岩木図書館 伊藤チーフ 

こども絵本の森(ヒロロ) 斎藤チーフ 

 

 （あいさつ、出席者紹介 省略） 

※会議に先立って館内を一巡してもらった。 

室 長 

 

 

委員長 

 

 

室 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただいまから、平成 29年度第 1回弘前市立図書館協議会を開会いたし

ます。 

よろしくお願いします。 

 それでは、会議に入りたいと思います。 

本日提案されております案件 1 について事務局より説明をお願いいた

します。 

弘前市立図書館の指定管理化について。資料の下に大きく四角で 1・2・

3・4 と番号を付けてあるページをご覧ください。こちらは、指定管理に

関わる協定書の抜粋です。指定管理の期間は、平成 29 年度から平成 33

年度の 5 年間です。指定管理の対象は弘前図書館・岩木図書館・駅前ヒ

ロロのこども絵本の森・郷土文学館となっています。開館日、開館時間

等は資料をご覧ください。指定管理の司書は 8 名です。運営推進室は嘱

託で司書の有資格者が 5 名となっています。専門職は非常に充実した状

況となっています。個人情報等についてはご覧のとおりです。図書館業

務というところをご覧ください。括弧 1から 16まで、指定管理業務につ

いては 1から 3まで、4ページは指定管理業務以外の直営業務です。4ペ

ージ（2）古文書、郷土資料の業務は直営となっています。以上が指定管

理の業務の範囲とそれ以外の業務を説明しました。 

今、指定管理の概要について説明がありましたが、資料について何か

ご質問はありませんか。 

協定書と現実との違いがありましたら、ご説明いただきたいのですが。 
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こども絵本の森チーフ 

委員長 
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今、指定管理の概要について説明がありましたが、資料について何か

ご質問はありませんか。 

協定書と現実との違いがありましたら、ご説明いただきたいのですが。 

今のところは、協定に基づいて粛々と進行していますので、特にご説

明することはありません。 

案件 1 についてご意見がなければ、次の案件 2 に進みます。よろしい

ですか。それでは、案件 2平成 28年度弘前市立弘前図書館の事業実績等

について、事務局からご説明をお願いします。 

案件 2について。大きい数字 3の平成 28年度弘前市立弘前図書館の事

業実績をご覧ください。3 館それぞれの主要事業と 28年度末の参加者数

です。最近議会で話題となりました、リサイクル図書事業というのがあ

ります。6ページの下から 5つ目です。移動図書館車でリサイクル図書を

公民館、小学校、中学校に譲渡して、多くの図書を利用してもらうとい

う事業です。その他の事業は、資料をご覧ください。次のページが蔵書

数及び図書館利用状況となっています。こちらについては、蔵書数と貸

出者数であります。実は弘前図書館の利用者数がカウントできない状態

でありましたが、指定管理になってから、学習室とかを利用される方の

利用者数をカウントできるようになりました。それぞれの利用状況は資

料をご覧ください。 

ご意見ご質問ありませんか。 

リサイクル図書事業について、公民館 4 館となっていますが、利用数

が少ないようですが、4館だけだったのでしょうか。 

これは、実績の数値でして、12 の地区公民館にすべてに案内は差し上

げています。案内は差し上げても来ていないところもあるのでは… 

全部きていますよ。もっとやさしい本、新刊の時期、配本内容を公民

館のニーズを汲んで、地域図書充実をしてほしいです。 

ブックスタートは孫が「くだもの」の絵本をいただき、利用してよか

ったです。 

ブックスタートの本は 2年サイクルで変えてお配りしている状況です。

今度は 1 年延ばして 3 年サイクルでお配りするようです。今年の本は何

でした？ 

「いないないばあー」です。 

ブックスタート事業は絵本をあげて終わりの事業ですか。 

ただ、渡しているのではなく、絵本で子どもを育てましょうというチ

ラシやブックスタートおはなし会をボランティアと職員が、0歳児とその

保護者にプレゼントした本の中から、読み聞かせのアドバイスや手遊び
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を行っています。 

お父さんが子どもに何を読んであげたらいいかわからない、手元にな

にもない、それであれば、行政がこの本どうですと渡してあげると、晩

酌しながらでもこどもに本を読んであげられる、声をだして読んであげ

るチャンスになるのではというのが、そもそもの始まりでした。 

余計な口出しではありますが、現物があるのと本を読んであげましょ

うと声掛けするのとは違うので、それでは現物をあげたらいいのではと

いうことでスタートしたものです。 

ブックスタート事業で 1,040 人に絵本を配って、ブックスタートおは

なし会に 352 人参加、図書館のリピーターになってくれるとか、そのあ

たりはどう思われているのか、気になりますが。 

そのあたりの空気感は、担当が来ていますので、担当の方からお話さ

せていただきます。 

本日の次第 5 に各館チーフ紹介とありますが、ここで先にご紹介させ

ていただきます。 

実は、本館のチーフが、体調を崩した職員の代わりに今日、急遽、移

動図書館車で外に出て業務しておりましてご紹介できませんが、他館の

スタッフを紹介します。みなさんから向かって左側ヒロロ 3 階にありま

す「こども絵本の森」の責任者です。 

私は、元々市の嘱託員として在職しておりまして、ヒロロオープンか

らこども絵本の森におりまして、今回、ＴＲＣ〔指定管理者㈱図書館流

通センター〕に移ってからも、同じくこども絵本の森で勤めることがで

き大変うれしく思っております。新しくなってから、お客さんのお出で

になる数も多く、利用者も増え楽しいので、これからみなさんもどうぞ

足を運んでください。 

それから、岩木図書館の責任者であります。 

宜しくお願いします。私は、今年 3 月まで岩手県立図書館に勤務して

おりまして、4月にこちらの弘前市に参りました。岩木図書館はスタッフ

が 3 人という少人数ですけれども、協力し合って色々なアイデアを出し

合って、多くの皆さんに利用して頂ける図書館を目指しておりますので、

皆様どうぞよろしくお願い致します。 

今年の 3月 28日、皆さんにご挨拶させていただいておりますが、半年

経ちまして、先ほど１階の閲覧室だけですが見ていただきました。目に

見える変化と、工夫した所を８つ見ていただきました。あと半年残って

いるわけですけれど、今月以降、図書館では初めてとなりますが、映画

の上映会、ロビーでコンサートも 11月中旬に開催と今までできなかった
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ことをやっていきたいと思っておりまして、今まで図書館に足を向けな

かった人にもきていただいて、現物のリアルな図書館を見ていただきた

いと今年の後半はイベントを企画しております。わからないところも沢

山あり、みなさんのご教示をいただきまして、今年もがんばっていきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。 

それでは、ブックスタートおはなし会の空気感のお話をお願いいたし

ます。 

ブックスタートおはなし会のコーナーはちょっとＬ字型で広くはない

場所ですが、本を配ってお話をしてあげてくださいと伝え、おはなし会

もありますというと、4月から 30～38人位のお客様がいらっしゃって、

また、行ってみたら楽しかったと口コミで混んできています。日曜日と

水曜日と開催していますが、平日利用がすごく多く、手狭でゆったりと

はできない状態となっています。ヒロロ 1 ヵ所なので平日の回数を増や

した方がいいのかと検討中です。 

子育て支援課と協力してゆったりとしたところで、読み聞かせできる

よう行政で考えてほしい。青森、秋田の方から「ヒロロいいよね」と言

われています。読み聞かせなのに人が多くて聞こえなかったりするより、

ほどほどの広さで 10組くらいの人数で回数を多くするなど、工夫して頂

ければいいと思います。 

拡大した方が良いのではないですか。 

水曜日は子育てひろばとバッティングしていてヒロロ３階の連携はむ

ずかしいのでは…。 

人が多すぎて聞こえない、のびのび動く広さより、回数を多くした方

が良いのではないでしょうか。 

ブックスタートおはなし会は、あずましく読むところではなく、本を

読むきっかけをつくるためのもので、本来の読み聞かせの意味から考え

ると、広すぎると気配りができないので、現状の広さで良いと思います。 

いろいろご意見もあると思いますが、案件 2はよろしいでしょうか。 

それでは、案件 3にすすみます。平成 29年度弘前市立図書館の運営方

針について事務局説明をお願いいたします。 

案件 3 について。資料 4 の 11 ページ 12 ページ弘前市立図書館運営方

針(案)をご覧ください。今年の 3 月 28日の協議会では、図書館法第 2 条

の抜粋をそのまま載せたものでしたが、今回は参考資料の中に、市立図

書館のあり方を提示させていただきました。社会教育委員の皆さんから、

教育委員会の生涯学習を担当している者は、市民と図書館とのつなが

り・相互作用が必要ではないかとご指摘があり、ご意見を入れて基本方
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針を作成してみました。１つ目は、市民と図書館、市民同士のネットワ

ーク、学びの場・知の拠点となること、２つ目は、調査研究等への支援

それらの活動を促進に連携・協力すること、市民の学びの成果を共有し、

地域課題の達成に傾注する環境を整えることを基本方針としています。

次に 2 の重点事項は、図書館の充実・学校図書館と子どもの読書活動の

支援・図書館を利用する市民活動への支援を掲げています。3の図書館の

事業は、現在行われている主な事業を列挙したものです。 

ありがとうございます。平成２９年度弘前市立図書館運営方針(案)につ

いて何かご意見、ご質問ありませんか。 

運営方針「案」でいいのでしょうか？ 

今日、委員の皆さんにご承認いただいてから、案は取ることにします。 

指定管理者になって６か月、先ほど見ていただいて以前と変わってい

る所もありますが、図書館の機能として質的には市直営の時と大きく変

わっておりません。その点をお含みおき頂きたいと思います。 

学校図書館と子どもの読書活動の支援についてですが、図書に通じて

いる先生でないと毎年買った新しい本を入れても手を付けず、そのまま

古くなっているイメージで勿体ないと思っています。司書とかのプロの

方にみていただくとかはできないのでしょうか。もうそろそろ引き上げ

てもいいのかという本とかがあるようですが、学校の図書というと廃棄

やリサイクルに回すとかは、学校の校長先生が判断できないものでしょ

うか。学校図書と司書との連携はどうなっているのでしょうか。 

平成２９年度から学校図書館の支援も指定管理の業務になっておりま

す。現在、教育委員の学校訪問に合わせて指定管理者の司書が一緒に訪

問して、実状を把握しております。弘前市立図書館からの技術的支援な

ど行っています。 

本校では希望してやってもらいました。配架は全く違った状態となり

ました。学校の規模が大きいと司書の資格のある先生が配置されますが、

担任を持っているので、選書などの図書作業は手が回らないのが現状で

す。昔の全集とかは手を付けていない状態でならんでいます。 

教育委員会としましては、生涯学習課ではなく学務健康課で学校図書

館の改善を計画中です。今年度４月から、元図書館にいた職員が学校図

書の方に専任で張り付いています。どうすれば良くなるかを専門のスタ

ッフが色々計画を立てて、それを基に学校と社会教育機関が連携して学

校図書を考えていく予定です。もう少し成果の方を待っていただければ

と思っています。 

これからのこども達の利用のために楽しみに期待しています。 
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学校図書館の関係は指定管理者だけでなく、教育委員会の方も関わっ

ていくということですね。その他運営方針について何かありませんか。

それでは、案件 4の平成 29年度の事業計画等について事務局ご説明をお

願いいたします。 

案件 4事業計画のページ 13、14をご覧ください。網掛けしている 4つ

が教育委員会の直営の事業で、それ以外は、指定管理者の事業です。ざ

っくり分けて、1階が指定管理者、2階が教育委員会です。一番右の欄の

数値が入っておりますのが、平成 29年度で既に実施している事業の実施

月と参加数です。 

補足的に話をさせてください。まだ半年過ぎたばかりですが、今まで

やった中で、昨年度末までに中々できなかったことを、実施させていた

だきました。私どもで報告が遅かったので、この中に入ってないのです

が、津軽地区の高校研究大会というのがこの弘前で開かれました。弘前

市に対するご提案書の中にビブリオバトル、書評合戦、直訳ですが、自

分が良かれと思った本を PRするというようなものを、高校生の手によっ

て全部で 6 組がこの会場でバトルを行いました。これは、弘前市立図書

館では初めての試みでした。 

それはどのように行われ、観客はいたのでしょうか。全く知らないの

ですけど 

観客は、参加者イコール観客ということで行いました。 

それは、お知らせしたのでしょうか。 

 これは、津軽地区の高校生の図書部会の研究会でしたので、一般の方

が参加できるものではなく、限られた人数の中で行われたものです。 

表彰とかあったのですか。 

それはなかったです。 

了解しました。 

その他は、従来の図書館の行事を継承した形となります。図書館の職

場体験や見学が多くて、毎月のようにあります。今日から第 1 中学校 3

日間、来月も何校か予定が入っています。こういうことも含めて、先ほ

どの学校図書館と公共の図書館との連携ということに発展していくこと

となるのではないかと、期待しています。今後、バリアフリーの映画の

上映やロビーコンサート、児童作家のかさいまりさんの講演会、これか

ら市民に対する PR効果の高い行事が多くなるかなと思っています。 

教育委員会の定例行事として、古文書解読会に参加されていた市民の

方やボランティアの方が個別に企画されて、古文書読み方の講師と講習

会を定期的に開催しています。古文書もすべて状態が良いものばかりで
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はなく、虫食いや水にぬれて変形したもの等がございますのでそれを修

復、補修して製本する作業をこれまでと同様に続けています。古文書等

デジタル化事業で 69,000冊のうち、藩庁日記約 5,000冊をデジタル化し

て、大きな絵図面もデジタル化しております。次のページの円グラフの

行政が持っている図書館費の予算性質別構成をご覧ください。一番大き

い枠 13番委託料メッシュの部分が 4分の 3くらい占めています。委託料

は指定管理料や古文書デジタル化事業の撮影の委託料も入っておりま

す。裏の事業別内訳の円グラフの左側の一般経費、荒い横縞のメッシュ

になっている部分は追手門広場維持管理事業について、実は図書館はこ

の観光館の広場の空調管理や清掃・警備を当図書館が管理しておりまし

て、それらの予算が維持管理の委託料として大きい割合を占めておりま

す。以上です。 

案件 4の平成 29年度弘前市立図書館の事業計画について、説明をして

いただきましたが、何かご意見、ご質問ありませんか。 

前回の 3 月にも申し上げた本のリクエストについて、相互貸借で県立

図書館とか他の図書館から借りてもらうか、購入してもらうか、私はど

ちらでもいいのですが、相互貸借の場合、ヒロロでリクエストしても弘

前市立図書館への来館が必要ということでしたが、「ヒロロで受け取るこ

とはできませんか、何とかなりませんか」と会議が終わってからも話し

ましたが、「なりません」と言われました、その後いかがでしょうか。 

ヒロロでということでしょか。 

 私は普段ヒロロを利用しているので、相互貸借した本は、必ずここに

（弘前市立図書館）来なければならないので 2 回か 3 回の配本の時に、

リクエストしたヒロロで受け取ることができないかと、何が問題なのだ

ろうと、それでお願いした所、配本は難しいと言われまして…。 

週に３回配送便が出ています。本館と分館を結ぶ連絡便が出ていまし

て、分館から借りて本館で貸出するということになりますが、利用者か

ら返却されると、本籍地の分館に返すことになります。たとえば、子ど

も絵本の森でリクエストされれば、分館から借りて、子ども絵本の森で

リクエストされた利用者に貸出することになっています。 

そうなってはないです。 

県立図書館から借りる事になりますが、それでよろしいですかという

電話があって、次に準備できましたので弘前市立図書館に取りに来てい

ただけますかと連絡がきます。 

こども絵本の森で手続きしてですか。 

そうです。 
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委員長 
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委員長 

 

 

 

今の話で行きますと、リクエストされた本を県立図書館だけでなく、

他館から借りた本について本をご提供するか、また、要望された本が図

書館の蔵書としてもいいと判断されれば、新規購入してご提供すること

になります。そのいずれかによって、対応が変わってくるのだと思いま

すが、明日、県立図書館の方がいらっしゃるので、その辺のところを確

認してみます。大変申し訳ありません。 

よろしくお願いします。 

いままで会議を進めていて、気づいたのですが、前回の会議録はどう

なっているのでしょうか。 

 私どもも探したのですが、存在しない状態で見つけられませんでした。 

3月の会議録は来ていない。データがありますよね。 

確認してみます。 

その他ありませんか。 

デジタルサイネージの画像をネットとかで見ることがきるのでしょう

か。例えば、バリアフリーの映画上映があるとかをリンクして見る事が

できるようになっているのでしょうか。デジタルサイネージの情報を張

り付けてインターネット、ホームページで見ることができればいいと思

いました。今は映画の話ですが、図書館で見て家に帰って「あれはいつ

だったかしら」「どこだったかしら」と、思い出せないでスマホで確認で

きれば、特に若いお母さんとか市のホームページから入って、図書館の

サイトを調べられるのでホームページにされたら良いのではないかと思

います。映画の情報は、ホームページに載っているのですか。 

確認していません。  

市のホームページの端の方でも、図書館のお知らせ・イベントを載せ

るようにすれば、生涯学習なので若い方も呼び込むには、やはりインタ

ーネットだと思います。情報は紙の媒体も良いけど、インターネットで

教えて欲しいと思います。 

はい、わかりました。 

弘前市立図書館のホームページは、もう少しわかりやすくした方が良

いのではと思います。 

やはり、情報はスマホとかで見ることができるようにしていただける

と、若い方や学生も利用しやすいと思います。 

先日、本を借りたら貸出カードのいつ借りたと書いてある紙が、本に

挟まってあってバリアフリーの映画上映の日時やホームページのメール

アドレスが小さく書いてある紙が入っていました。これは、若い人だけ

でなく、年とった人やメールを利用しない人には、こういうお知らせの
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紙はいいなと思いました。これが目に入って、図書館で映画やるのだと

思いました。 

今のお話の情報は、広報ひろさきに載っています。広報自体もデジタ

ル化してホームページでも見ることはできますが、イベントだけを特化

したものはありません。目立つようにというご指摘だと思いますが…。 

やるのであれば、目立つように情報発信するようにした方が良いと思

います。 

市のホームページのトピックスのところに表示するとかはできるの

で、技術的には可能なので担当課と検討させていただきます。 

そうすると検索で引っかかるので、分かりやすいと思います。 

デジタルサイネージのデータは洗練させているように感じましたの

で、SNSなどの活用も考えていただくようお願いします。 

読書団体への配本事業についてですが、どのような読書団体へ配布し

ているのでしょうか。それともう 1 つ、高齢の方、障害のある方との対

面での朗読サービスとありましたが、利用状況はどのようになっていま

すか。利用の状況があまり芳しくないと聞いておりますが。現実の数値

とは違っていると思われるので。 

読書団体は 48団体ありまして、その内町内会とかの地縁団体が 6団体、 

児童館、児童センターが 23団体、小学校が 4団体、病院が 5団体、その

他、職場ですとか社会福祉法人の団体になります。 

対面朗読サービスについては、平成 28年度点字読書室利用状況は年間

で 9 件です。その他の貸出が、郵送サービスも含めて 149 件となってい

ます。 

必要なサービスと思われますので、利用が少ないという状況であれば、

広報とかで PRするとか方法を考える必要があるのではと思います。 

その他何かご意見等ございませんか。 

私から運営方針の 2重点事項（3）図書館を利用する市民活動への支援

というのはどういう風にされているのでしょうか。 

図書館を拠点とするボランティア活動ですとか、社会に活用するため

に図書館を利用するとかの状況をイメージしています。 

読み聞かせのボランティアや図書館の業務ボランティアなどでしょう

か。  

図書館でなければならないものに限らず、図書館を媒体として、活動

するようなものも含んでいます。 

具体的にいうとどのようなものですか。 

極端な例ですが、今年予定にあります、図書館コンサート。本来の図
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書館業務ではありませんが、図書館を拠点として市民の交流の場とする

という考えから、演奏することにより、今まで図書館を利用したことが

ない人が足を運ぶといったことで、図書館の利用が広範囲になっていく

ということが、社会とつながる市民活動の場になっていると思います。 

図書館で活躍することができる人を作り、広く集め、育てていくとい

うイメージなのでしょうね。 

おっしゃるとおりです。 

古文書の研究とかも該当するのではないですか。 

図書館の２階のガラス張りの部屋の調査室には、中高年の方が図書館

の資料を利用して、手弁当で資料を探して研究しまとめて発表するなど、

広く情報提供をされる方もいます。それも、図書館を利用した市民活動

と言えると思います。 

市民団体で何か提案する場はあるのでしょうか。何かやっていただき

たいなと思うこと、初めから図書館では無理かと思うようなことでも、

先ほどのコンサートの話を聞いて、市民活動が物づくりも含めてアイデ

アがあった場合に、市民団体に資金面で支援して頂けるようなことはで

きるのでしょうか。 

私ども、指定管理者も含めて、アンテナを高くしてできるだけ探して

おります。どんなにアンテナを高くしても入ってこない情報もあります

ので、委員の皆さんからもこんな人がいるとか色々な情報をお聞かせい

ただければと思っています。 

その都度、聞いて頂けるということでよろしいのでしょうか。 

随時お伺いします。是非遠慮なくおいでください。 

気軽に学び遊ぶしくみが本当はあればいいのかもしれませんが。 

そういうことを聞くのが私どもの仕事ですから、お気軽においでくだ

さい。 

今年に入ってから始めた土曜日のパンの販売はどうですか。売れてい

ますか。 

良くご存知でした。土曜日に一般のパンの業者に来ていただいている

のではなく、市内の障害者施設に販売をお願いしています。調べたとこ

ろ、市内には 2 つの団体がパンを製造していました。図書館が場所を提

供するということで、販売を始めました。 

おかげさまで最高記録では１５分で完売したというのもありました。 

売れなくて困ったというより、買えなくて困ったということですね。 

それは、図書館を利用している人が買っているのでしょうか。 

固定客といっては変ですが、毎週楽しみにしているお客さんもいます。 
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図書館に電話が来て、2つの施設のうち交代で販売しますので、今日は

どこが来ていますかという問い合わせもあり、待ち望んでいる方もいら

っしゃるのだと思います。商売としても大変いいのだと言っていました。

10月から本格的に市役所本庁でもパン以外の販売をするそうです。 

それらも含めて新しい市民の交流の場になるのはよい傾向ですね。 

ジュース類の飲食可がもたらす効果、影響なのでしょう。それであれ

ば、障害者の支援施設に声を掛けようということになりました。 

相馬ライブラリーは指定管理になっていないのですが、どの位の間隔

で本の入れ替えをおこなっているのかをお聞きしたいと思います。 

本の入れ替えというのは、本を購入するときです。年に 1,2回の本の調

達の時です。 

弘前市立図書館から借りた本を相馬ライブラリーに返してもいいので

しょうか。 

それはかまいません。   

医療コーナーは、短命県というのもあってかとりあえずガンに関する

ものが多いようですが、それ以外のものに広がっていく可能性はあるの

でしょうか。食生活、糖尿病とか。 

医療コーナーが始まってまだ日が浅いので、この間もガンフェステイ

バルで出張して本の貸出もしました。弘前大学と一緒にやりましたが、

もう少しお時間いただければと思っています。今のコーナーは開設 1 カ

月半位です。 

何か他にありませんか。思い残すことはありませんか。 

先ほど館内見学させていただきましたが、児童書の本の配置を変えて

見やすくなったな、きれいになったなって思いました。図書館の構造上

無理なのかもと思いますが、無理を承知で、子どもの本が並んでいる場

所、貸出のカウンターから全く子どもの姿が見えません。カウンターか

ら一部しか見えず、本棚の陰となっています。気になっていました。今

の状態は子どもの姿が見えない死角となっているので、児童書の貸出カ

ウンターとかがあれば別ですが、大人の目が届かないのでレイアウトを

見直しすればと思いますが、皆さんどうでしょうか。別の話ですが、新

聞コーナーにいつも同じ人が陣取って座れないとか、新聞をめくる音が

バサバサうるさいという声もありました。また、高齢者のためのコーナ

ーを学生の学習室並みに充実してほしい、夏は涼しく過ごしやすいのに

場所がないという声もありました。すぐに、どうこうして欲しいという

ことではありませんが、そんな声もあります。 

実は先日、大人の学びを充実してほしいというお話がありましたので、
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中高年の皆さんが、長時間図書館を占拠するというのも大人の学びが少

ないからかと、それであれば生涯学習課として大人の学びを充実させて

いければ、と考えています。 

アイデアポストでも同じような意見も出ていますので、建物の形は変

えられないので、レイアウトをどうするかをできる範囲で検討させてい

ただきます。 

たまに巡回とかして見回っていただければいいのではと思います。 

巡回はしているのでは…。 

ボランティアの方やサービス業務担当が専門に見回りチェックをして

います。 

それならいいです。 

レイアウト関係はなかなか難しいと思いますが、中高年の方の居場所

をつくることについては、どこの図書館も悩んでいる所らしいですが、

さっき庄司さんもおっしゃったように、一過性の問題でなく市全体で居

場所を作っていくということですので、制度の充実とともにご検討いた

だくということで、案件 4 について他にご意見ありませんか。無いよう

ですので、案件 4を終了します。その他に何かありませんか。 

ありません。 

では、これをもちまして平成２9年度第 1回弘前市立図書館協議会を閉

会いたします。   

 （館長あいさつ、事務局連絡 省略）  

 


